
こ
の
論
文
の
テ
ー
マ
は
、
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
高
齢
者
の
家
族
関
係
」
で

す
が
、
し
か
し
資
料
の
問
題
の
た
め
に
、
ド
イ
ツ
の
全
体
に
関
し
て
述
べ
る

こ
と
が
で
き
な
く
て
、
旧
西
ド
イ
ツ
の
こ
と
に
集
中
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
旧
東
ド
イ
ツ
は
現
在
、
ド
イ
ツ
統
一
の
結
果
と
し
て
、
社
会
、
経

済
、
行
政
制
度
、
社
会
福
祉
制
度
等
々
の
大
き
な
変
化
を
経
験
し
つ
つ
あ
り
、

統
一
前
の
旧
東
ド
イ
ツ
の
統
計
資
料
等
も
余
り
信
頼
で
き
な
い
も
の
で
あ
る

の
で
、
旧
東
ド
イ
ツ
の
高
齢
者
の
現
在
の
生
活
状
況
に
関
し
て
述
べ
る
こ
と

は
非
常
に
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
一
つ
の
こ
と
だ
け
が
確
か
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
旧
東
ド
イ
ツ
の
老
人
の
生
活
も
大
分
変
わ
っ
て
来
て
、
社

会
福
祉
制
度
の
改
革
が
随
分
遅
れ
て
進
ん
で
い
る
の
で
、
多
く
の
場
合
に
、

老
人
の
生
活
状
況
が
悪
化
し
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

報
告

ド
イ
ツ
で
は
？

ｌ
高
齢
化
先
進
社
会
の
親
子
Ｉ

ー

序

言

ウ
ル
リ
〆
ツ
ヒ
・
メ
ー
ワ
ル
ト

（
ド
イ
ツ
日
本
研
究
所
）

日
本
と
同
じ
よ
う
に
、
西
ド
イ
ツ
も
一
九
八
○
年
代
の
初
め
以
降
、
ド
イ

ツ
社
会
の
「
高
齢
化
」
は
社
会
科
学
で
も
、
政
策
上
で
も
大
き
な
テ
ー
マ
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
用
語
は
全
人
口
に
占
め
る
老
人
人
口
の
急
激
な
増
加
を

取
り
上
げ
て
、
こ
れ
を
将
来
の
た
め
の
社
会
政
策
の
一
番
重
要
な
問
題
と
し

て
強
調
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
ド
イ
ツ
で
は
、
特
に
「
年
金
制
度
の
危

機
」
と
「
労
働
力
不
足
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
ワ
ー
ド
は
、
こ
の
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
の
中
心
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
高
齢
化
の
問
題
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
、
単
に
は
六
○
歳
以
上
あ

る
い
は
六
五
歳
以
上
の
人
口
の
増
加
の
問
題
だ
け
で
は
な
く
、
さ
ら
に
詳
細

な
老
人
人
口
の
年
齢
別
の
割
合
、
あ
る
い
は
老
人
人
口
の
性
比
も
大
き
な
問

題
と
し
て
含
む
も
の
で
あ
り
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
ド
イ
ツ
の
社
会
福
祉
の
中

の
二
つ
の
特
別
の
問
題
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
八
○
歳
以
上
の
い
わ
ゆ
る
「
年
寄

り
の
老
人
」
の
割
合
と
老
人
の
女
性
の
割
合
は
特
に
早
く
増
加
し
て
い
る
か

こ
の
論
文
で
ド
イ
ツ
に
お
け
る
高
齢
者
の
家
族
関
係
、
つ
ま
り
老
人
の

「
親
と
子
」
の
問
題
に
接
近
す
る
た
め
に
、
先
ず
「
高
齢
化
」
と
い
う
こ
と

の
人
口
の
発
展
の
レ
・
ヘ
ル
に
お
け
る
要
素
を
取
り
上
げ
ま
す
。
次
に
、
老
人

と
家
族
の
問
題
を
検
討
し
、
終
わ
り
に
老
人
の
福
祉
を
め
ぐ
る
問
題
点
幾
つ

か
に
触
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

(1)
二
高
齢
化
の
人
口
学
的
な
要
素

人
口
の
割
合
と
し
て
の
老
人
の
数
の
増
加
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表1 旧西ドイツの人口における60歳と65歳以上の人口の割合と老年人口指数

（1950年～1988年） （％）

出典:StatistischesBundesamtl991b:p.64

ら
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
問
題
に
先
ず
接
近
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。

②
六
○
歳
以
上
の
人

口
の
増
加

一
九
五
○
年
以
降
、
ド
イ

ツ
に
お
け
る
六
○
歳
、
あ
る

い
は
六
五
歳
以
上
の
人
口
の

割
合
は
確
か
に
増
加
し
て
い

ま
す
。
ま
た
は
、
国
連
の
定

義
に
よ
る
と
、
あ
る
社
会
で

は
、
老
年
人
口
比
率
（
総
人

口
に
占
め
る
六
五
歳
以
上
の

人
口
の
割
合
）
が
七
％
と
老

年
人
口
指
数
（
一
五
歳
以
上

六
四
歳
以
下
の
人
口
に
対
す

る
六
五
歳
以
上
の
人
口
の
指

数
）
が
一
二
を
こ
え
る
と
、

こ
の
社
会
を
「
高
齢
化
社

会
」
と
よ
ぶ
の
で
、
旧
西
ド

イ
ツ
は
既
に
一
九
五
○
年
代

の
始
め
に
高
齢
化
社
会
に
な
り
ま
し
た
（
表
１
に
参
照
し
て
下
さ
い
）
。

こ
の
増
加
は
一
九
八
○
年
代
で
、
あ
る
程
度
静
止
し
て
い
る
よ
う
に
ゑ
え

る
が
、
長
期
的
な
傾
向
と
し
て
は
依
然
と
し
て
増
加
傾
向
に
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
人
口
予
測
に
よ
る
と
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
六
○
歳
以
上
の
人
口

の
割
合
は
二
○
○
○
年
ま
で
二
三
％
に
な
り
、
二
○
三
○
年
ま
で
三
三
％
に

な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
一
九
八
○
年
代
に
お
け
る
増
加
傾
向
の
鈍

化
は
主
と
し
て
第
二
次
世
界
大
戦
の
影
響
に
基
づ
い
て
い
る
が
、
そ
れ
以
上

に
東
欧
圏
か
ら
の
ド
イ
ツ
人
種
に
属
す
る
移
住
民
の
受
け
入
れ
も
、
あ
る
程

度
は
ド
イ
ツ
人
口
の
年
齢
構
造
の
高
齢
者
へ
の
偏
り
に
緩
和
的
な
効
果
を
も

た
ら
す
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
両
ド
イ
ツ
の
統
一
も
人
口
の
年
齢
構

造
の
推
移
に
影
響
を
及
ぼ
す
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
二
○
○
○
年
と
二
○
二
五

年
の
人
口
予
測
の
国
際
比
較
で
は
旧
東
ド
イ
ツ
の
高
齢
化
は
旧
西
ド
イ
ツ
の

そ
れ
と
比
べ
て
ま
だ
低
い
水
準
に
あ
り
ま
す
（
人
口
問
題
研
究
会
一
九
九
二

年
、
三
九
～
四
○
頁
を
参
照
し
て
下
さ
い
）
。

老
人
人
口
の
増
加
は
、
主
と
し
て
人
口
の
推
移
の
二
つ
の
こ
と
と
結
び
付

い
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
第
一
、
出
生
率
の
減
少
で
あ
り

ま
す
。
い
わ
ゆ
る
戦
後
の
奇
へ
ピ
ー
プ
ー
ム
が
終
わ
っ
た
一
九
六
五
年
の
後
、

ド
イ
ツ
の
合
計
特
集
出
産
率
は
急
激
に
減
り
ま
し
て
、
一
九
八
五
２
一
九
九

○
年
の
そ
れ
は
一
・
三
八
、
純
再
生
産
率
は
○
・
六
六
に
な
り
ま
し
た
。
第

二
の
こ
と
は
、
平
均
余
命
の
上
昇
で
あ
り
ま
す
。
表
２
で
見
え
る
よ
う
に
、

戦
後
ド
イ
ツ
の
平
均
余
命
、
特
に
女
性
の
そ
れ
は
徐
々
に
上
昇
し
て
い
ま
す
。

こ
の
二
つ
の
現
象
の
結
果
と
し
て
、
高
年
齢
の
人
口
が
増
え
て
い
る
う
ち
に
、

低
年
齢
の
人
口
が
減
り
て
お
り
し
、
総
人
口
に
対
し
て
老
人
人
口
が
増
加
し

－29－

1950 1955 1960 1965 1970 1975 1980 1985 1989

60歳以上 14.0 15.1 16.5 18.1 19.4 20.1 19.4 20.5 20.9

65歳以上 9.4 10.2 10.9 12.0 13.3 14.6 15.5 15.0 15.3

老年指数 14.0 14.8 16.1 18.4 20.9 22.8 23.2 21.3 22.0



表2 旧西ドイツにおける0歳, 60歳, 70歳の時点の平均余命の発展

〔年）

’ ’ ’ ’ ’’ ’9．35 11.12J蔵’ 9．84 1 9．60

出典:StatistischesBundesamtl991b:p.82

て
き
ま
す
。

し
か
し
、
国
際
比
較

の
中
で
は
、
ド
イ
ツ
に

お
け
る
出
産
時
の
平
均

余
命
は
他
の
先
進
国
よ

り
低
い
の
で
す
。
し
た

が
っ
て
、
ド
イ
ツ
に
お

け
る
老
人
医
学
の
さ
ら

な
る
進
歩
で
、
老
人
の

平
均
余
命
は
予
測
よ
り

も
上
昇
す
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
な
お
、
低

い
出
産
率
の
水
準
も
こ

の
ま
ま
持
続
す
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
の
で
、

老
人
の
割
合
は
予
測
よ

り
も
か
な
り
増
え
る
可

能
性
も
高
い
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

③
年
齢
別
老
人

人
口
の
増
加

老
人
人
口

の
増
加
は
、

表3 1950年～1989年の旧西ドイツ60歳以上人口の年齢段階別の割合(%)

65歳以上対総人口 75歳以上対総人口 75歳以上対60歳以上人口

9．4 2．7 19．2

11．1 3．7 21．8
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Ｌ
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■
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Ⅱ
日
『
Ⅱ
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
日
■
ｂ
■
■
■
■
ロ
日
■
Ⅱ
ｆ
■
Ｈ
１
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
日
日
Ⅱ
０
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
ｊ

1950 14.0

1961 16.8

｜ ‘“ ’’ 21.919.3 13.21970

’ ’’ 35.720.9 15.3 7.41989

出典:StatistischesBundesamtl988:p.44;
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単
に
六
○
歳
以
上
の
人

口
の
一
般
的
な
増
加
の

問
題
だ
け
に
は
と
ど
ま

り
ま
せ
ん
。
年
齢
階
段

別
に
こ
れ
を
検
討
す
れ

ば
、
特
に
よ
り
高
年
齢

の
人
口
の
増
加
が
著
し

い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

年
齢
が
上
昇
す
る
に
つ

れ
て
寝
た
き
り
老
人
の

割
合
も
増
え
て
く
る
の

で
、
こ
の
問
題
は
勿
論

老
人
の
介
護
と
関
係
が

あ
り
ま
す
。
一
九
八
四

年
に
西
ベ
ル
リ
ン
市
で

行
わ
れ
た
調
査
に
よ
る

と
、
六
○
２
七
○
歳
の

老
人
の
○
・
九
％
、
七

○
’
八
○
歳
の
老
人
の

八
・
二
％
、
八
○
ｔ
九

○
歳
の
老
人
の
一
八
・

九
％
、
九
○
歳
以
上
の

老
人
の
一
九
％
は
寝
た

－30－

男 性 女 性

1949 1960 1970 1988 1949 1960 1970 1988

0歳 64.56 66.86 67.41 72.21 68.48 72.39 73.83 78.68

60歳 16.20 15.49 15.31 17.47 17.46 18.48 19.12 21.92



次
節
で
詳
し
く
説
明
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
家
族
状
況
、
生
活
状
況
、

年
金
状
況
な
ど
の
社
会
福
祉
上
の
特
別
の
問
題
グ
ル
ー
プ
は
老
人
の
女
性
で

あ
り
ま
す
。
し
か
も
、
男
女
の
平
均
余
命
の
違
い
に
よ
っ
て
、
老
人
の
人
口

の
中
で
こ
の
女
性
の
人
口
は
特
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
老
人
人
口
の
中
で
女

性
の
割
合
は
過
半
数
を
こ
え
て
お
り
、
年
齢
段
階
が
上
昇
す
る
に
つ
れ
て
こ

の
割
合
も
上
昇
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
伝
い
や
介
護
が
必

要
と
な
る
八
○
歳
以
上
の
い
わ
ゆ
る
「
年
寄
り
の
老
人
」
の
世
代
で
は
、
女

性
の
割
合
は
七
○
％
を
こ
え
て
い
ま
す
負
『
屋
の
①
陣
雪
害
の
『
の
ら
雪
さ
．

」
お
あ
国
房
ｇ
Ｂ
昏
且
の
３
目
乞
四
宮
ロ
宝
を
参
照
し
て
下
さ
い
）
。

き
り
で
あ
り
ま
し
た
（
三
雲
冒
日
ご
霊
墨
ｅ
。
な
お
、
一
九
五
○
年
以
降

の
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
年
齢
段
階
別
の
人
口
増
加
に
つ
い
て
は
、
表
３
が
参

考
に
な
り
ま
す
。
特
に
、
七
○
歳
以
上
の
高
齢
人
口
の
増
加
が
著
し
く
、
こ

の
こ
と
が
西
ド
イ
ツ
の
人
口
の
年
齢
構
造
お
よ
び
高
齢
者
人
口
の
年
齢
構
造

に
も
た
ら
す
結
果
が
重
要
と
な
る
と
思
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
老
人
の
約
半

数
は
七
○
歳
以
上
で
あ
り
、
ほ
ぼ
三
五
％
は
七
五
歳
以
上
で
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
特
に
寝
た
き
り
の
人
が
多
い
八
○
歳
以
上
の
老
人
の
割
合
は
一
八
％
で

あ
り
ま
す
。

(4)

性
別
老
人
人
口
の
増
加

ド
イ
ツ
の
老
人
の
家
族
状
態
を
考
え
る
時
、
先
ず
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、

そ
の
大
部
分
が
単
独
も
し
く
は
夫
婦
世
帯
で
生
活
し
て
お
り
、
老
人
ホ
ー
ム

に
入
所
し
て
生
活
し
て
い
る
も
の
の
割
合
が
ご
く
わ
ず
か
で
あ
る
こ
と
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。
最
近
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
旧
西
ド
イ
ツ
の
六
○
歳
以
上

の
老
人
の
八
五
％
位
は
自
分
自
身
の
世
帯
を
持
ち
、
六
％
し
か
高
齢
者
の
た

め
の
特
別
の
住
居
形
態
に
そ
の
生
活
を
暮
ら
し
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
六
％
の

三
分
の
一
は
高
齢
者
用
特
別
住
宅
、
三
分
の
一
は
老
人
ホ
ー
ム
、
三
分
の
一

は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
病
院
な
ど
で
生
活
し
て
い
ま
す
（
言
ヨ
ョ
巴

］
④
④
」
”
ロ
。
画
画
）
ｏ

数
字
を
見
る
と
、
男
性
と
女
性
の
違
い
が
注
意
を
引
き
ま
す
。
ど
の
年
齢

段
階
で
も
、
配
偶
者
と
同
居
す
る
女
性
の
割
合
は
男
性
の
そ
れ
よ
り
も
低
い

し
、
単
独
世
帯
で
生
活
す
る
女
性
の
割
合
は
男
性
よ
り
も
高
い
の
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
理
由
と
し
て
は
、
次
の
三
つ
が
あ
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
第
一
は
、

女
性
の
平
均
余
命
は
男
性
よ
り
高
い
と
言
う
こ
と
だ
ろ
う
。
第
二
は
、
結
婚

時
の
夫
婦
の
年
齢
差
と
い
う
事
だ
ろ
う
。
ド
イ
ツ
で
も
、
男
性
の
結
婚
年
齢

は
女
性
よ
り
も
数
年
高
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
五
年
の
年
齢
差
が

あ
り
、
夫
が
七
○
歳
で
亡
く
な
る
と
す
る
と
、
妻
は
い
ま
だ
一
八
年
ほ
ど
の

余
命
が
あ
り
、
七
五
歳
で
亡
く
な
る
と
一
四
年
の
余
命
、
八
○
歳
で
亡
く
な

(1) 三
高
齢
者
の
家
族
と
親
子
関
係

老
人
の
家
族
状
態
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表4 旧西ドイツにおける年齢段階別・性別60以上の老人の結婚上の地位の割合

(1990年) (%)

｜ ’

’ ’ ’ ’ ’ ’’ ’ 2.21.9更性 ’ 10．4 1 2．6 1 2．6

出典：総務庁官官房老人対策室1992:p.558(注： 「離婚」は「離婚」と「配偶者と別居」を含
む）

る
と
一
○
・
五
年
の
余
命
が
あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
離
婚
者
あ
る
い

は
寡
夫
（
婦
）
の
老
人
の
場
合
、
再
婚
す
る
チ
ャ
ン
ス
は
男
性
の
方
が
女
性

の
方
よ
り
も
高
い
の
で
す
。
例
え
ば
、
六
○
歳
の
寡
夫
（
婦
）
の
場
合
、
男

性
は
三
○
％
が
再
婚
す
る
の
に
対
し
て
、
女
性
は
二
％
し
か
再
婚
し
ま
せ
ん
。

こ
れ
に
は
、
第
一
次
お
よ
び
第
二
次
世
界
大
戦
で
多
く
の
男
性
が
亡
く
な
り
、

そ
の
た
め
絶
対
数
の
多
い
女
性
の
方
が
相
手
を
承
つ
け
る
こ
と
が
困
難
で
あ

る
と
い
う
事
情
も
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
事
実
は
表
４
の
デ
ー
タ
か
ら
う
か

が
え
ま
す
。
表
４
の
デ
ー
タ
で
、
も
う
一
つ
の
こ
と
が
注
意
を
引
き
ま
す
。

こ
れ
は
、
日
本
と
違
っ
て
、
ド
イ
ツ
の
場
合
で
生
涯
に
結
婚
し
な
か
っ
た
も

の
の
割
合
は
高
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
西
ド
イ
ツ
の
結
婚
と
離
婚
に

関
す
る
統
計
を
検
討
す
れ
ば
、
生
涯
に
結
婚
し
な
い
人
々
の
数
は
一
九
五
○

と
一
九
六
○
年
代
を
通
じ
て
少
し
減
り
ま
し
た
が
、
最
近
に
は
も
う
一
度
増

え
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
西
ド
イ
ツ
の
離
婚
率
は
一
九
五
○
年
代
以
降
非
常

に
増
加
し
て
、
配
偶
者
と
離
別
し
た
老
人
の
割
合
が
近
い
将
来
に
随
分
増
え

る
筈
だ
と
思
い
ま
す
。
勿
論
、
こ
の
事
は
、
誰
が
老
人
の
手
伝
い
や
世
話
や

介
護
等
を
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
も
関
係
が
あ
り
ま
す
。
妻
が
夫
の
亡
く
な

る
ま
で
介
護
す
る
こ
と
が
多
い
の
に
比
べ
て
、
妻
自
身
が
身
体
の
不
自
由
な

状
態
に
な
る
と
、
他
の
人
か
ら
の
手
伝
い
介
護
等
が
必
要
に
な
る
と
い
う
事

で
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
の
点
に
加
え
て
、
多
く
の
場
合
に
、
女
性
の
寡

婦
の
経
済
的
な
状
況
は
余
り
よ
く
な
い
こ
と
も
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
困
っ
た
時
に
手
伝
い
し
世
話
す
る
人
と
し

て
、
結
婚
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
子
供
あ
る
い
は
配
偶
者
、
離
婚
し
た
場
合

に
は
配
偶
者
が
い
な
い
の
で
、
将
来
に
は
、
こ
の
よ
う
な
人
為
の
た
め
に
ホ
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－
ム
・
ヘ
ル
パ
ー
等
の
サ
ー
ビ
ス
は
現
在
よ
り
も
必
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
子
供
と
一
つ
の
世
帯
で
同
居
し
て
い
る
老
人
の
割
合
は
あ
ま
り
高

く
な
い
の
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
子
供
が
老
人
の
親
と
近
い
関
係
を
持
っ

て
い
な
い
と
い
う
事
を
必
ず
し
も
意
味
す
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
九
八

○
年
の
調
査
に
よ
る
と
、
六
○
歳
以
上
の
老
人
の
四
三
％
は
、
子
供
と
同
じ

住
宅
で
住
永
（
同
じ
賃
貸
住
宅
の
別
の
ア
・
ハ
ー
ト
も
し
く
は
二
世
帯
住
宅
で

の
別
の
玄
関
を
持
つ
ァ
。
ハ
ー
ト
等
）
、
三
二
％
は
子
供
か
ら
三
○
分
以
内
の

所
に
住
み
、
そ
れ
よ
り
遠
い
所
に
住
む
も
の
は
二
五
％
し
か
な
か
っ
た
の
で

す
命
呂
言
胃
雨
ご
雪
邑
巴
。
多
く
の
調
査
の
結
果
で
は
、
子
供
、
孫
、
そ

の
他
の
親
族
な
ど
が
、
訪
問
、
電
話
、
手
紙
等
を
通
じ
て
、
単
独
も
し
く
は

夫
婦
世
帯
で
生
活
す
る
老
人
と
の
接
触
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
事
が
確
か
め

ら
れ
ま
し
た
。
同
じ
事
が
一
九
九
○
年
の
総
務
庁
の
第
三
回
の
「
老
人
の
生

活
と
意
識
に
関
す
る
国
際
比
較
調
査
」
の
デ
ー
タ
か
ら
も
わ
か
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
デ
ー
タ
か
ら
、
ド
イ
ツ
の
老
人
の
大
多
数
は
そ
の
子
供
と
の
親
し
い

関
係
を
持
つ
こ
と
が
わ
か
る
と
思
い
ま
す
（
総
務
庁
官
官
房
老
人
対
策
室

ら
忠
っ
庖
認
１
画
認
を
参
照
し
て
下
さ
い
）
。

し
か
し
、
子
供
と
同
居
す
る
と
い
う
事
は
、
先
ず
子
供
が
い
る
か
ど
う
か

の
問
題
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
統
計
資
料
が
あ
り
ま

せ
ん
が
、
人
口
学
的
な
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
モ
デ
ル
計
算
を
す
る
こ
と
は
可

能
で
あ
り
ま
す
。
現
在
で
は
、
七
○
歳
以
上
の
老
人
の
七
割
は
、
ま
だ
生
存

子
が
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
モ
デ
ル
計
算
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
前
、
つ

ま
り
、
出
産
率
の
低
下
の
前
に
結
婚
し
た
世
代
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
将
来
に
は
自
分
の
子
供
が
い
な
い
老
人
の
割
合
が
さ
ら
に
早
く
増
え

一
九
七
○
年
代
を
通
じ
て
、
ド
イ
ツ
の
社
会
福
祉
上
に
お
け
る
老
人
の
ケ

ァ
ー
の
費
用
の
割
合
は
絶
え
ず
増
加
し
て
き
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
一
九

八
○
年
代
の
初
め
に
成
立
し
た
キ
リ
ス
ト
教
同
盟
・
自
由
民
主
党
連
立
の
保

守
政
権
は
、
社
会
福
祉
政
策
の
一
つ
の
目
的
と
し
て
、
老
人
の
援
助
等
の
上

か
ら
家
族
か
ら
担
う
部
分
を
拡
大
す
る
と
い
う
事
を
打
ち
出
し
、
そ
れ
ま
で

の
社
会
民
主
党
・
自
由
民
主
党
連
立
政
権
の
む
し
ろ
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
諸
国

の
モ
デ
ル
を
指
向
し
た
社
会
福
祉
政
策
を
転
換
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
日
本

と
同
じ
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
で
も
老
人
の
介
護
・
世
話
・
手
伝
い
等
を
す
る
こ

と
は
、
こ
れ
ま
で
主
と
し
て
家
族
の
役
割
で
あ
り
ま
し
た
。
日
本
と
違
っ
て
、

ド
イ
ツ
で
は
そ
れ
は
嫁
で
は
な
く
、
娘
の
役
割
で
あ
り
ま
す
。
一
九
九
○
年

代
の
始
め
に
は
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
旧
西
ド
イ
ツ
の
老
人
の
九
○
％
位

は
家
庭
内
で
家
族
の
メ
ン
バ
ー
に
介
護
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
ケ
ー
ス
の
七
六

る
そ
う
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
モ
デ
ル
計
算
で
は
、
老
人
の
子
供
が
そ

の
近
く
に
住
ん
で
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
も
何
も
分
か
り
ま

せ
ん
。
一
家
族
当
た
り
の
子
供
の
数
の
減
少
に
伴
っ
て
、
生
存
子
が
い
な
い

老
人
の
割
合
の
み
な
ら
ず
、
生
存
子
が
親
と
離
れ
て
、
遠
く
に
住
む
と
い
う

ケ
ー
ス
も
か
な
り
増
え
る
そ
う
で
す
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り
う
る
親
族
の

人
数
も
減
少
し
て
い
る
た
め
、
出
産
率
の
低
下
は
、
今
ま
で
老
人
の
世
話
・

手
伝
い
な
ど
の
上
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
親
族
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

も
強
い
影
響
を
及
ぼ
す
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
将
来
の
老
人
の
福

祉
に
関
す
る
政
策
に
と
っ
て
大
き
な
問
題
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

(2)

家
族
と
老
人
の
福
祉
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表5病気の時の世話，心配事や悩承事ができた時の相談，経済的に困ったときの

援助を誰に頼むか？ 旧西ドイツと日本（幾つかの回答が可能) (1990年）

’ ’ ’
’

’

出典：総務庁官官房老人対策室1992. p.256-259

％
で
は
、
介
護
す
る
人
は
女
性
、
普
通
娘
で
あ
り
ま
す
。
ケ
ー
ス
の
一
○
’

二
○
％
の
場
合
に
は
、
家
族
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
の
介
護
に
加
え
て
、
ホ
ー
ム

・
ヘ
ル
パ
ー
等
の
よ
う
な
外
来
の
サ
ー
ビ
ス
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す

（
言
ヨ
ョ
堅
乞
空
さ
画
窒
ロ
９
国
眉
毛
宮
台
．
蜀
）
。
そ
の
た
め
、
社
会

福
祉
・
老
人
問
題
の
専
門
家
は
、
こ
の
政
府
の
目
的
を
実
現
す
る
事
が
出
来

る
か
ど
う
か
非
常
に
疑
問
を
持
っ
て
い
ま
す
。

総
務
庁
の
一
九
九
○
年
の
国
際
調
査
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
の

老
人
は
高
年
齢
ま
で
家
事
の
よ
う
な
日
常
的
な
仕
事
の
全
て
を
主
に
自
分
が

し
て
い
る
人
が
多
い
の
で
あ
り
ま
す
。
年
齢
が
上
昇
し
て
、
身
体
が
弱
く
な

っ
て
く
る
に
つ
れ
て
、
段
々
家
族
の
手
伝
い
の
部
分
も
上
昇
し
て
い
ま
す
。

家
族
外
の
手
伝
い
者
の
利
用
は
む
し
ろ
少
な
い
の
で
す
（
総
務
庁
官
房
老

人
対
策
室
一
九
九
二
、
五
九
六
）
。
表
５
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
困
っ
た
時
の

世
話
や
相
談
を
主
と
し
て
家
族
の
メ
ン
バ
ー
に
頼
ん
で
き
ま
す
。
こ
の
点
で

は
日
本
と
ド
イ
ツ
は
余
り
差
異
が
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
日
本
と
違
っ
て
、

ド
イ
ツ
の
老
人
に
と
っ
て
親
族
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
友
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
病
気
の
時
に
誰
が
世
話
し
て
く
れ

る
人
と
い
う
こ
と
も
同
様
で
あ
り
ま
す
。
両
国
に
も
配
偶
者
と
子
供
は
一
番

重
要
で
あ
る
が
、
し
か
し
西
ド
イ
ツ
の
場
合
に
は
親
族
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
特

に
友
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
重
要
で
あ
り
ま
す
。
日
本
の
二
・
七
％
に
比
べ
て
、

西
ド
イ
ツ
の
老
人
の
一
七
・
七
％
は
病
気
の
時
に
友
人
が
世
話
し
て
く
れ
ま

す
（
総
務
庁
官
官
房
老
人
対
策
室
一
九
九
二
、
三
三
八
、
六
○
二
）
。
友
人

の
有
無
に
関
し
て
調
べ
る
と
、
西
ド
イ
ツ
の
場
合
に
は
、
親
し
い
友
人
を
持

っ
て
い
る
老
人
の
割
合
は
、
ど
の
年
齢
段
階
に
も
明
ら
か
に
日
本
の
そ
れ
に
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ドイツ 日本 ドイツ 日本 ドイツ 日本

配偶者 39.8％ 69.1％ 40.8％ 70.1% 26.6％ 53.7％

同居の子 10.9％ 42.9％ 10.6％ 41.3％ 10.1% 42.9％

別居の子 31.5％ 31.0% 32.7％ 40.4% 35.8％ 38.1％

配偶者・子供 82.2％ 143.0％ 84.1％ 151.8％ 72.5％ 134.7％

他の家族・親族 15.8％ 10.6% 18.6％ 17.7％ 13.9％ 11.6％

友人・知人 17.5％ 2.7％ 27.0% 17.2％ 10.4％ 3.2％

その他 6.5％ 1.3％ 4.3％ 0.9％ 5.3％ 1.2％

誰もいない 3.9％ 3.1％ 2.1％ 2.8％ 9.1％ 8.3％



比
べ
て
よ
り
高
い
で
す
。
日
本
の
場
合
に
友
人
を
全
然
持
っ
て
い
な
い
老
人

の
二
八
・
七
％
に
対
し
て
西
ド
イ
ツ
の
老
人
の
一
三
・
八
％
し
か
友
人
を
持

っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
日
本
の
場
合
に
同
性
の
友
人
だ
け
を
持
つ
老
人
は

一
番
多
い
（
六
○
％
）
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
西
ド
イ
ツ
の
老
人
の
間
、
同

性
と
異
性
の
両
方
の
友
人
を
持
つ
か
た
は
一
番
多
い
（
五
九
％
）
で
す
（
総

務
庁
官
官
房
老
人
対
策
室
一
九
九
二
、
三
五
三
、
六
一
七
）
。
こ
の
総
務
庁

の
調
査
の
結
果
か
ら
推
測
で
き
る
の
は
、
日
本
の
老
人
は
困
っ
た
と
き
に
主

と
し
て
配
偶
者
や
子
供
の
よ
う
な
近
親
に
依
存
し
て
、
親
族
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

も
あ
る
程
度
に
利
用
し
て
、
し
か
し
、
友
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
特
に
色
々
な

サ
ー
ビ
ス
の
よ
う
な
家
族
外
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
、
今
ま
で
、
あ
ま
り
利
用

し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
状
況
に
比
べ
て
、
西
ド
イ
ツ

の
老
人
の
社
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
も
っ
と
広
く
て
、
親
族
と
友
人
も
た
っ
ぷ

り
含
ん
で
、
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
も
あ
る
程
度
に
利
用
し
ま
す
。

一
九
八
九
年
の
第
四
回
「
世
界
青
年
意
識
調
査
」
に
よ
る
と
、
日
本
と
同

じ
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
の
青
年
の
八
○
％
以
上
は
老
後
の
親
を
援
助
す
る
つ
も

り
が
あ
る
と
答
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
老
人
の
介
護
・
援
助
な
ど
に
対
し

て
、
家
族
は
、
す
で
に
、
能
力
の
限
界
ま
で
働
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
均
余

命
の
拡
大
を
伴
っ
て
、
老
後
の
期
間
、
さ
ら
に
ま
た
、
老
人
を
世
話
す
る
期

間
も
非
常
に
拡
大
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
加
え
て
、
現
在
、
西
ド
イ
ツ
の

老
人
の
介
護
を
す
る
女
性
の
四
四
％
は
就
労
し
て
、
仕
事
、
家
事
、
介
護
の

複
数
負
担
で
非
常
に
忙
し
い
で
す
。
長
期
間
に
わ
た
っ
て
寝
た
き
り
の
老
人

の
親
を
介
護
し
て
い
る
女
性
が
、
家
族
の
他
の
メ
ン
バ
ー
や
周
囲
の
社
会
と

の
接
触
を
失
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
き
わ
め
て
多
く
、
介
護
を
す
る
人
の
四
割

は
健
康
上
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
介
護
の
ス
ト
レ
ス
現
象
に
つ

い
て
は
、
専
門
家
が
か
な
り
注
目
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
老
人
介
護
の
役
割

を
果
た
し
て
い
る
世
代
は
、
主
と
し
て
い
わ
ゆ
る
「
中
間
の
世
代
」
、
多
く

の
場
合
六
○
歳
以
上
の
娘
で
あ
り
ま
す
。
一
九
九
○
年
の
あ
る
世
論
調
査
に

よ
る
と
、
西
ド
イ
ツ
の
六
○
歳
以
上
の
か
た
の
一
七
％
は
他
の
老
人
の
手
伝

い
・
介
護
を
し
ま
す
。
一
九
八
○
年
代
半
ば
に
実
施
し
た
六
世
代
家
族
（
同

居
で
は
な
い
）
に
関
す
る
調
査
に
よ
る
と
、
第
一
世
代
の
方
の
三
○
％
は
ま

だ
自
分
の
世
帯
を
持
ち
、
五
○
％
は
第
二
世
代
の
娘
の
世
帯
に
同
居
し
、
一

○
％
は
老
人
ホ
ー
ム
で
生
活
し
て
い
た
（
二
号
盲
ョ
ご
宅
墨
ら
。
ま
だ
自

分
の
世
帯
を
持
っ
て
い
る
老
人
の
場
合
に
も
、
娘
が
日
常
的
な
手
伝
い
の
た

め
に
毎
日
訪
問
す
る
こ
と
が
普
通
で
あ
り
ま
す
。
孫
が
老
人
の
祖
父
母
の
介

護
を
す
る
こ
と
は
、
ま
だ
非
常
に
少
な
い
ケ
ー
ス
で
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
家
族
が
老
人
の
介
護
が
出
来
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
単
に
子
供
が
い
る

こ
と
だ
け
で
な
く
、
ま
だ
元
気
で
あ
る
子
供
が
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い

ま
す
。
一
九
八
四
年
の
西
ベ
ル
リ
ン
市
の
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
六
○
代
の

老
人
の
九
八
・
五
％
、
七
○
代
の
老
人
の
八
九
・
四
％
、
八
○
代
の
老
人
の

七
○
・
五
％
、
九
○
代
の
老
人
の
六
○
％
は
ま
だ
元
気
で
あ
り
ま
し
た
。
老

人
の
年
齢
が
上
が
る
と
、
介
護
が
出
来
る
元
気
な
子
供
が
な
い
可
能
性
も
高

く
な
り
ま
す
。
そ
れ
故
、
老
人
の
福
祉
の
専
門
家
は
老
人
の
福
祉
に
お
け
る

国
家
の
役
割
を
む
し
ろ
拡
大
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

老
人
ホ
ー
ム
の
問
題
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ド
イ
ツ
の
老
人
の
状
態
・
を
見

る
と
、
む
し
ろ
家
族
に
行
わ
れ
た
ケ
ー
ァ
を
支
え
る
サ
ー
ビ
ス
の
拡
大
の
問

題
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。
特
に
、
ま
だ
自
分
の
世
帯
を
持
つ
老
人
の
手
伝
い
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日
本
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
老
人
の
社
会
福
祉
を
考
察
す
る
時
に
、

す
ぐ
注
目
し
て
く
る
こ
と
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
。
〈
に
お
け
る
社
会
保
険
・
年
金
保

険
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
総
務
庁
の
一
九
八
一
年
の
第
一
回
の
「
老
人
の
生

活
と
意
識
に
関
す
る
国
際
比
較
調
査
」
の
デ
ー
タ
に
よ
っ
て
、
六
○
歳
以
上

の
高
齢
者
の
老
後
の
収
入
源
に
つ
い
て
日
本
と
イ
ギ
リ
ス
を
比
較
す
れ
ば
、

次
の
よ
う
な
結
果
が
出
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
日
本
の
場
合
に
は
収
入
の
三

一
・
三
％
は
老
人
自
身
の
就
業
に
よ
り
、
三
八
・
七
％
は
年
金
に
よ
り
、
一

五
・
六
％
は
子
供
の
援
助
に
よ
り
、
一
四
・
四
％
は
そ
の
他
の
色
々
な
資
源

に
よ
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
イ
ギ
リ
ス
の
場
合
に
は
、
収
入
の
六
・

五
％
は
老
人
自
身
の
就
業
に
よ
り
、
七
七
・
五
％
は
年
金
に
よ
り
、
○
・
三

％
は
子
供
の
援
助
に
よ
り
、
一
五
・
六
％
は
そ
の
他
の
色
々
な
資
源
に
よ
っ

て
い
ま
す
（
人
口
問
題
審
議
会
他
一
九
八
八
、
三
二
）
。
一
九
九
○
年

の
第
三
回
の
調
査
に
は
ド
イ
ツ
も
入
っ
て
お
り
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
結
果

を
表
６
が
示
し
ま
す
。
一
九
八
一
年
以
降
、
日
本
の
状
況
は
か
な
り
ヨ
ー
ロ

ッ
・
〈
の
そ
れ
に
近
づ
い
て
き
た
が
、
ま
だ
差
異
を
は
っ
き
り
残
し
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
日
本
の
老
人
の
多
く
は
高
年
齢
ま
で
就
労
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

の
た
め
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
数
の
拡
大
、
寝
た
き
り
老
人
の
介
護
を
す
る

家
族
の
労
力
緩
和
の
た
め
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
、
「
介
護
か
ら
の
休
暇
」
サ

ー
ビ
ス
、
相
談
サ
ー
ビ
ス
等
の
設
立
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
ま
た
、

介
護
ス
ト
レ
ス
に
対
す
る
精
神
療
法
上
の
相
談
サ
ー
ビ
ス
も
ま
だ
あ
ま
り
普

及
し
て
い
ま
せ
ん
。

(3)

老
人
と
社
会
福
祉
を
め
ぐ
る
問
題
点

表6 60．65歳以上の高齢者の主な収入源・ ドイツと日本(一つの回答だけが可能）

(1990年）

｜ ’
#ら妻 |全的： 当保護｜そり

’ ’ ’ ’ ’’ 5.4％ 0.9％2.3％ 2.2％ 7.5％ 1.4％二1 本’ 16

出典：総務庁官官房老人対策室1992. p.290-291, 651, 387
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60歳以上

ドイツ 5.3％ 76.6％ 10.9％ 0.6％ 1.4％ 0.6％ 0.3％ 2.6％

日本 23.8％ 54.3％ 1.9％ 2.0% 4.0％ 5.7％ 0.9％ 1.8％

60～64歳

ドイツ 15.4％ 67.0％ 7.2％ 0.5％ 0.5％ － 0.9％ 6.8％

日本 37.4％ 45.7％ 1.1％ 1.7％ 1.4％ 2.5％ 0.8％ 2.5％

65歳以上

ドイツ 2.5％ 79.2％ 11.9％ 0.6％ 1.6％ 0.7％ 0.1％ 1.5％



い
と
い
う
こ
と
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
一
九
八
八
／
八
九
年
の
高
年
齢
者
の
労
働

力
率
に
関
す
る
デ
ー
タ
か
ら
も
わ
か
る
と
思
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
六
○
’
六

四
歳
の
高
年
齢
者
に
関
し
て
み
る
と
、
日
本
人
の
七
一
・
四
％
と
西
ド
イ
ツ

人
の
三
・
五
％
は
就
業
し
、
六
五
歳
以
上
の
高
年
齢
者
に
関
し
て
承
る
と
、

日
本
人
の
三
五
・
八
％
と
西
ド
イ
ツ
人
の
四
・
一
％
は
就
業
し
て
い
ま
す

（
三
浦
一
九
九
二
台
．
望
）
。

ド
イ
ツ
の
年
金
制
度
は
大
き
く
三
種
類
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
⑧
ブ
ル
ー
カ

ラ
ー
勤
労
者
の
年
金
保
険
、
⑥
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
勤
労
者
年
金
保
険
、
何
鉱

山
の
勤
労
者
の
年
金
保
険
は
そ
れ
で
あ
り
ま
す
。
な
お
、
公
務
員
の
大
部
分

は
年
金
保
険
に
加
入
し
て
お
ら
ず
、
国
家
か
ら
直
接
老
後
の
収
入
を
給
付
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
農
民
年
金
保
険
の
よ
う
な
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
ご
と
の
特

別
年
金
制
度
も
あ
り
ま
す
。

年
金
受
給
可
能
年
齢
に
つ
い
て
も
大
き
く
分
け
る
と
三
つ
の
時
点
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
点
に
関
す
る
法
律
は
一
九
八
○
年
代
以
降
改
訂
さ
れ

て
き
た
が
、
最
新
の
資
料
を
入
手
し
て
い
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
詳
し
く
説

明
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
一
般
的
に
は
、
年
金
受
給
年
齢
は

女
性
の
場
合
が
六
三
歳
、
男
性
の
場
合
が
六
五
歳
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
は

幾
つ
か
の
特
別
規
定
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
危
険
な
き
つ
い
仕
事
で
働
い

て
い
る
者
は
、
条
件
を
付
け
て
、
六
○
歳
あ
る
い
は
六
三
歳
か
ら
年
金
を
受

給
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
産
業
と
労
働
市
場
の
構
造
変
化

を
伴
っ
て
、
年
金
制
度
は
い
わ
ゆ
る
「
前
方
へ
引
い
た
退
職
」
（
く
○
員
⑦
園
。
‐

鴨
邑
禺
雪
胃
の
国
且
）
の
形
で
、
失
業
に
対
す
る
対
策
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
こ
の
制
度
で
は
、
六
○
歳
か
ら
六
五
歳
ま
で
の
勤
労
者
は
失
業
者

に
な
ら
な
く
て
、
そ
の
代
わ
り
に
退
職
し
て
、
年
金
を
受
給
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
一
九
八
八
年
の
デ
ー
タ
で
は
、
ド
イ
ツ
の
六
○
歳
以

上
の
人
口
の
九
○
％
は
、
上
述
し
た
三
つ
の
年
金
制
度
か
ら
あ
る
程
度
に
年

金
を
受
給
し
て
い
ま
し
た
。
命
日
房
房
呂
閉
昏
ご
烏
困
員
ら
宕
台
娼
匡

陣
震
か
ら
計
算
し
た
）
。

し
か
し
、
こ
の
数
字
か
ら
は
年
金
の
高
さ
に
つ
い
て
の
情
報
を
引
き
出
す

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ド
イ
ツ
の
年
金
保
険
は
職
業
上
の
給
付
に
結
び
付
い

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
生
涯
を
通
じ
て
支
払
っ
た
年
金
保
険
を
も
と
に
し
て

年
金
の
額
が
決
め
ら
れ
て
く
る
の
で
年
金
の
額
を
規
定
す
る
の
は
主
と
し
て

二
つ
の
要
因
で
あ
り
ま
す
。
第
一
は
、
生
涯
の
就
業
時
間
の
長
さ
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
失
業
期
間
や
子
育
て
の
た
め
に
就
職
の
中
断
し
た
期
間
な

ど
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
年
金
額
が
低
下
す
る
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま

す
。
第
二
は
、
給
与
の
額
で
あ
り
ま
す
。
毎
月
支
払
う
年
金
保
険
の
額
は
、

給
与
の
額
に
応
じ
て
決
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
い
ず
れ
の
場
合

に
も
、
女
性
が
非
常
に
不
利
な
立
場
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

は
次
の
よ
う
な
理
由
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
側
経
済
の
危
機
の
場
合
に
、

女
性
が
一
番
早
く
失
業
者
に
な
り
ま
す
、
⑥
子
育
て
や
老
人
の
介
護
の
た
め

に
、
女
性
は
就
業
を
中
断
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
、
何
か
つ
て
は
女
性
の

教
育
水
準
は
男
性
よ
り
も
低
か
っ
た
の
で
、
女
性
は
給
与
の
よ
い
仕
事
や
キ

ャ
リ
ア
等
に
つ
い
て
い
ま
せ
ん
、
⑥
女
性
は
小
企
業
や
．
ハ
ー
ト
労
働
で
働
く

場
合
が
多
い
が
、
こ
の
雇
用
者
が
女
性
を
年
金
保
険
に
加
入
さ
せ
な
か
っ
た

場
合
も
多
い
、
と
い
っ
た
理
由
で
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
多
く
の
場
合

は
、
女
性
の
年
金
は
夫
の
年
金
に
加
え
る
副
収
入
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
夫
が
亡
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く
な
っ
た
ら
、
寡
婦
と
な
っ
た
妻
は
い
わ
ゆ
る
「
寡
婦
年
金
」
を
受
給
す
る

が
、
そ
の
額
は
死
亡
前
の
夫
の
そ
れ
の
半
分
以
下
に
下
が
っ
て
い
る
の
で
、

夫
の
死
亡
後
、
妻
の
生
活
状
況
は
随
分
悪
化
し
て
い
る
場
合
が
多
い
の
で
あ

り
ま
す
。

特
に
、
高
年
齢
に
な
る
に
し
た
が
っ
て
、
身
体
の
状
態
も
次
第
に
悪
化
し
、

手
伝
い
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
、
さ
ら
に
は
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
が
必
要
に
な

っ
た
ら
、
受
給
し
て
い
る
年
金
額
で
は
こ
う
し
た
費
用
を
支
払
う
こ
と
も
で

き
ま
せ
ん
。
一
九
九
○
年
頃
、
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
男
性
の
一
ヶ
月
当
た
り

の
平
均
年
金
額
は
口
冨
ご
雪
（
噸
届
卸
二
ｓ
で
あ
り
ま
す
。
他
方
で
は
、

老
人
ホ
ー
ム
の
た
め
の
一
ヶ
月
当
た
り
の
賃
貸
・
介
護
費
の
額
は
普
通
の
老

人
ホ
ー
ム
の
場
合
に
ロ
冨
勗
ｇ
Ｉ
ｇ
ｇ
（
噸
ご
輿
二
つ
２
底
Ｐ
Ｓ
Ｓ
、
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
場
合
に
ロ
ニ
ｇ
ｇ
ｌ
閾
三
（
絹
匡
Ｐ
二
つ
ｌ
匿
卿
ｇ
Ｓ

で
あ
り
ま
す
含
匡
ヨ
ョ
①
二
毛
房
ロ
圏
、
注
亜
ロ
三
骨
Ｉ
絹
ご
）
。
年
金
の

額
は
介
護
な
ど
の
費
用
を
支
払
う
た
め
に
足
ら
な
い
場
合
に
は
、
社
会
扶
助

に
よ
る
援
助
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
こ
の
社
会
扶
助
は
市
・
町
・
村
の
役
所

の
管
理
下
に
置
か
れ
て
い
る
が
、
産
業
構
造
変
化
を
伴
っ
て
、
社
会
扶
助
の

う
ち
の
い
わ
ゆ
る
「
生
活
の
維
持
の
た
め
の
扶
助
」
を
受
給
し
て
い
る
長
期

失
業
者
の
数
も
か
な
り
増
加
し
て
き
た
こ
と
に
伴
な
い
、
社
会
扶
助
の
手
続

き
も
随
分
困
難
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
り
ま
す
。
社
会
扶
助
の
援
助
の
申
し
立

て
を
す
る
老
人
は
、
子
供
が
い
る
場
合
、
そ
の
子
供
が
能
力
に
応
じ
て
援
助

の
一
部
分
を
払
い
戻
す
と
い
う
よ
う
な
条
件
を
付
与
さ
れ
て
し
か
、
援
助
が

与
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
法
律
上
で
は
孫
に
も
こ
の
よ
う
な
義
務
が
あ
る
が
、
実

際
に
は
役
所
が
孫
に
祖
父
母
の
援
助
を
依
頼
す
る
ケ
ー
ス
は
き
わ
め
て
少
な

い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
老
人
の
場
合
に
は
「
生
活
の
維
持
の
た
め
の
扶
助
」

は
余
り
重
要
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
九
八
八
年
に
、
こ
の
よ
う
な
扶
助
を
受

給
し
た
世
帯
の
内
、
世
帯
主
が
六
五
歳
以
上
の
世
帯
の
割
合
は
一
四
％
位
で

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
世
帯
全
体
で
承
る
と
、
六
五
歳
以
上
の
世
帯
主
の
い

る
全
世
帯
の
○
・
七
％
、
ま
た
は
こ
の
内
の
女
性
の
単
独
世
帯
の
う
ち
三
・

四
％
し
か
こ
の
よ
う
な
扶
助
を
受
給
し
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
社
会
扶
助

の
全
体
の
中
で
、
老
人
の
介
護
の
た
め
に
与
え
ら
れ
た
も
の
の
占
め
る
割
合

は
一
九
八
八
年
に
三
二
％
位
で
あ
り
ま
し
た
。
命
日
房
房
呂
⑦
の
唇
邑
⑦
の
四
目

ご
宕
恥
ロ
ョ
陣
含
中
金
巴
。

老
人
の
ケ
ァ
ー
等
の
た
め
の
施
設
と
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
資
料
は
入

手
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
こ
こ
で
は
詳
し
く
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
施
設
と
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
団
体
と
し
て
は
、
主
と
し
て

州
・
郡
・
市
・
町
・
村
の
レ
・
ヘ
ル
の
公
立
福
祉
団
体
と
、
ド
イ
ツ
福
音
教
会

・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
福
祉
団
体
が
あ
り
ま
す
。
老
人
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

も
っ
と
も
大
き
な
問
題
は
、
介
護
、
老
人
ホ
ー
ム
等
の
費
用
の
高
騰
と
、
介

護
者
、
ホ
ー
ル
ヘ
ル
・
ハ
ー
等
の
不
足
で
あ
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
北
欧
の
諸
国

の
状
況
と
違
っ
て
、
ド
イ
ツ
で
は
こ
の
点
は
む
し
ろ
日
本
と
同
様
で
、
老
人

の
介
護
を
め
ぐ
る
職
業
の
労
働
条
件
が
厳
し
く
、
給
与
が
低
く
、
職
業
イ
メ

ー
ジ
は
非
常
に
悪
く
て
、
若
い
人
々
は
こ
う
し
た
職
業
に
つ
く
気
が
あ
ま
り

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
、
こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
は
、
兵
役
の
代
わ
り
に
社

会
奉
仕
す
る
兵
役
拒
否
者
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
き
た
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で

す
。
し
か
し
、
冷
戦
の
終
結
や
東
西
ド
イ
ツ
の
統
一
に
伴
な
い
、
ド
イ
ツ
の

兵
士
の
全
体
数
の
減
少
の
た
め
に
、
兵
役
の
縮
少
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。
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文
献

国
ｇ
号
『
ゞ
○
耳
厨
毎
一
口
宅
Ｓ
恥
ご
ミ
ミ
⑮
ミ
、
ミ
ロ
ミ
蚤
肉
慧
曽
ミ
ミ
、
ミ
、
言
蓋

●

ミ
謎
も
ご
品
、
ご
量
、
ご
繭
、
苫
堕
言
言
苫
．
二
言
呂
呂
農
白
壁
．

口
穿
『
言
い
国
野
冨
一
○
毛
己
錐
ロ
用
言
胃
一
ｓ
ョ
⑦
昌
閂
三
匡
耳
①
『
の
ご
註
ｇ

●

の
呂
匡
宣
旨
四
シ
ｐ
ｍ
ｇ
穿
繭
の
ぐ
○
国
軍
毎
ｍ
ｇ
８
寄
洋
付
①
国
富
ロ
９
１

●

房
二
言
平
口
α
耳
旨
四
国
野
口
の
房
圃
震
韓
画
震
い
、
狩
言
苫
。
ａ
、
、
ベ
ミ

四
画
⑮
蟇
ミ
ミ
や
里
蔦
圃
ミ
胃
言
ミ
己
さ
岨
碁
廷
な
、
毒
己
ざ
忌

諄
辱
苫
鷺
言
苫
震
葛
亀
尋
蔚
、
負
ミ
ミ
、
苫
．
軍
国
罠
言
『
具
三
一

こ
の
こ
と
が
、
社
会
奉
仕
の
縮
小
又
は
社
会
奉
仕
す
る
も
の
の
全
体
数
の
減

少
を
も
た
ら
し
て
い
く
訳
で
、
福
祉
諸
団
体
は
こ
う
し
た
状
況
に
当
惑
し
て

い
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
も
っ
と
も
大
き
な
問
題
は
、
ド
イ
ツ
社
会
に
お
け
る
老
後
の
イ

メ
ー
ジ
を
変
え
る
事
だ
と
い
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
ゑ
て
き
た
よ
う
に
、
老

人
の
問
題
は
介
護
や
手
伝
い
の
問
題
だ
け
に
限
定
さ
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
九
○
歳
以
上
で
も
ま
だ
過
半
数
の
老
人
は
元
気
で
あ
る
こ
と
か
ら
わ

か
る
よ
う
に
、
老
人
が
ど
の
よ
う
に
し
て
豊
か
な
生
活
を
続
け
る
事
が
出
来

る
か
と
い
う
問
題
が
、
む
し
ろ
重
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
ド
イ

ツ
社
会
に
お
け
る
老
人
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
非
常
に
否
定
的
で
、
身
体
と
精
神

の
力
を
失
っ
て
お
り
、
介
護
と
手
伝
い
が
必
要
な
、
老
人
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
取
り
上
げ
て
こ
な
か
っ
た
、
元
気
な
老
人
の
要
求
を
考

察
す
る
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
が
疑
い
な
い
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

司
厨
。
ご
①
『
・
ロ
ロ
ョ
四
－
＠
騨

向
胃
一
》
弓
一
ろ
．
固
め
（
ご
画
の
）
零
国
屋
ョ
く
め
＆
ロ
号
冨
心
房
国
シ
一
房
届
豆
匡
ヨ
・
閂

の
①
の
堅
涜
○
コ
国
葬
屋
国
旦
の
①
言
①
六
○
口
の
①
口
匡
の
邑
国
の
ロ
｛
辱
『
ａ
の
の
○
国
画
ｌ

毎
『
ど
の
芹
．
言
恥
六
四
『
ｇ
ｏ
『
窯
》
因
『
邑
牌
く
．
匡
．
国
こ
す
①
再
○
つ
己
［
国
頭
］

叩
の
冒
冒
言
暮
、
茸
．
萱
、
ミ
ミ
言
隷
ミ
詩
薑
ご
辱
鼠
。
言
景
三
毎
国
ｌ

ｇ
ｇ
恥
三
宮
①
弓
伊
切
全
‐
ｓ
・

函
の
言
９
国
目
’
六
○
号
》
三
胃
冨
邑
扁
○
冨
巴
唖
国
員
四
目
胃
ざ
二
竺
扇
『
閂
卑
ｇ
ｇ

①
罠
邑
①
ご
①
の
○
国
Ｑ
の
『
①
国
の
『
画
匡
の
｛
○
『
・
の
『
匡
己
ｍ
Ｑ
の
『
の
。
函
一
画
一
つ
○
一
岸
一
六
巨
邑
・

少
一
房
邑
胃
馬
詳
．
盲
”
六
四
ａ
日
或
〕
両
日
胃
言
Ｐ
函
匡
胃
再
○
つ
己

［
国
叩
］
亜
の
。
恩
負
一
国
竜
守
、
津
、
謎
、
麓
苫
包
》
葛
韓
国
壷
Ｓ
章
』
亀
Ｓ
扇
ら
琴
、
葛
．

巨
冒
ｇ
ｇ
叩
二
言
の
２
Ｆ
の
．
密
Ｉ
目
．

●
●

国
巨
ヨ
ョ
巴
ゞ
六
○
．
国
旦
（
ご
霞
）
必
ご
く
ｇ
旨
①
ロ
〕
ョ
シ
岸
９
．
ご
ｇ
『
巨
旨
穴
屋
邑
・

●

シ
匡
閉
呂
鱒
屋
騨
匡
の
号
『
の
甘
言
号
『
国
２
８
零
の
己
９
．
盲
唖
ロ
α
耳
旨
四

国
野
胃
冑
函
謹
国
へ
旨
馬
奇
言
菖
。
且
、
『
ご
琶
塗
壷
、
斡
琴
ミ
ミ
や

国
ミ
画
ミ
曽
言
ミ
麓
這
い
暮
童
浄
憩
ミ
ミ
層
鳶
三
§
胃
言
篭

ミ
ミ
達
曽
、
ミ
ミ
ご
Ｓ
電
．
専
昌
蚕
昌
ご
冨
叱
豆
胃
言
『
・
弓
．
唇
ｌ
ぢ
．

人
口
問
題
研
究
会
［
編
］
（
一
九
九
○
）
並
『
人
口
の
動
向
。
日
本
と
世
界

人
口
統
計
資
料
集
一
九
八
九
』
東
京
』
厚
生
統
計
協
会
。

人
口
問
題
研
究
会
［
編
］
（
一
九
九
二
）
ヨ
人
口
の
動
向
。
日
本
と
世
界

人
口
統
計
資
料
集
一
九
九
一
～
九
二
』
東
京
》
厚
生
統
計
協
会
。

人
口
問
題
審
議
会
／
厚
生
省
大
臣
官
房
政
策
課
／
厚
生
省
人
口
問
題
研
究
所

［
編
］
（
一
九
八
八
）
『
日
本
の
人
口
・
日
本
の
家
族
』
東
京
函

東
洋
経
済
新
報
社
。
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穴
卸
ａ
。
『
電
ゞ
因
日
里
く
。
己
（
こ
の
の
）
》
シ
ョ
ウ
匡
置
員
の
く
⑦
『
ｇ
侭
巨
邑
函
闘
岸
の
昌
胃
〒

く
呂
蔑
『
冨
惠
①
ｌ
巨
己
亘
一
凋
呂
巴
穿
三
鴨
巴
房
三
ｇ
閂
言
Ｐ

盲
皿
六
四
『
ｇ
ｏ
『
電
ゞ
向
『
邑
駕
ぐ
．
ご
・
頭
巨
ウ
①
再
○
つ
且
［
国
頭
］
辛
め
。
ｌ

里
ミ
ロ
ご
亀
一
、
霊
、
ミ
ミ
ミ
麓
ミ
肴
琶
ご
寺
薑
胃
言
夢
三
毎
口
目
目
舘

三
ヨ
の
弓
Ｐ
の
．
巨
午
」
望
．

穴
日
用
ゞ
シ
且
３
用
陣
吉
胃
三
ヨ
ミ
〕
ざ
の
扇
（
乞
雪
）
亜
ロ
閏
里
扇
三
ｇ
の
呂

昌
司
四
ヨ
肇
苛
自
己
ロ
⑦
＄
巴
一
門
彦
四
津
．
言
“
弓
。
○
ヨ
色
の
〕
エ
四
口
里

●

シ
邑
旦
３
画
印
云
『
巨
い
の
ご
ｏ
煙
の
三
ヨ
ご
蓋
吾
の
厨
唖
氏
Ｓ
》
Ｓ
砲
詩
苫
凶
震
葛
旦

●

８
恩
ミ
砲
国
§
討
言
ミ
ｍ
、
巷
ミ
急
毎
壼
ミ
．
三
目
各
自
恥
口
豈

く
の
ユ
ｍ
ｍ
Ｏ
の
匡
扇
。
。
①
い
］
こ
い
の
ロ
日
ロ
胃
芹
匡
庁
ゞ
の
．
」
胃
『
１
画
『
刃
［
Ⅱ
Ⅱ

三
胃
閏
置
二
呂
曽
ョ
く
苛
再
自
甸
四
日
三
９
房
ユ
呂
冥
巴
．

三
浦
文
夫
［
編
］
（
一
九
九
二
筐
『
図
説
高
齢
者
白
書
一
九
九
二
』
東
京
恥

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
。

三
嘩
三
匡
ョ
．
シ
一
房
鼻
（
ご
謡
）
恥
シ
岸
閏
（
己
旨
甸
四
日
罠
の
匡
邑
ｇ
ｏ
＄
巴
一
門
富
津
．

勺
『
○
註
の
凰
○
口
座
毎
国
芦
毎
コ
Ｑ
匡
『
○
ゴ
の
ｏ
凰
巴
画
『
ウ
の
芹
．
言
叱
六
画
『
・
。
『
電
．

両
『
口
胃
く
．
匡
．
西
屋
す
の
耳
○
つ
己
［
函
唄
］
《
の
○
脚
旨
一
画
、
一
Ｇ
弾
、
韓
、

ミ
ミ
ご
ミ
ミ
局
冨
些
ミ
ミ
胃
言
震
三
嘩
邑
ｇ
ｇ
皿
宣
旨
閂
菌
ゞ
切
圏

’
一
ｍ
。

ｚ
の
こ
の
己
ｇ
ｏ
ユ
や
国
匡
戸
国
己
四
耳
①
（
』
＠
ｍ
④
）
》
詞
①
閂
ａ
印
涛
○
も
軍
①
函
①
言
巴
ヨ
．
く
。
ヨ

画
室
的
の
ヨ
①
一
国
の
ご
詞
一
四
六
Ｐ
一
ヨ
も
津
①
函
の
ゴ
巴
ヨ
囚
国
①
の
邑
画
庁
辱
ユ
旨
ゴ
①
ロ

●

『
Ｃ
Ｑ
＄
園
こ
め
房
３
①
国
冒
學
〈
四
ａ
日
電
》
国
『
。
胃
言
Ｆ
｝
旨
ロ
の
Ｒ

○
℃
己
［
国
い
］
恥
の
。
製
国
一
国
『
》
Ｑ
茸
、
蕊
、
壁
苫
只
、
苫
韓
国
迂
亀
草

』
ミ
ミ
扇
。
言
景
宣
言
９
９
恥
二
言
①
弓
Ｐ
の
．
霞
坐
匡
．

○
つ
己
．
｝
声
５
の
算
（
」
の
、
の
）
“
の
。
園
冒
言
○
二
唾
の
○
三
①
詞
堅
〕
ヨ
の
国
す
⑦
ａ
。
ｍ
匡
邑
ｍ
の
邑
旦
⑦
『

●

シ
一
ｇ
ご
画
弓
の
冑
］
ヨ
”
陽
巴
一
門
。
呉
匡
言
茸
の
弓
二
画
二
二
里
．
冒
釦

六
四
『
・
○
『
電
》
因
『
邑
駕
く
．
Ｆ
函
匡
す
の
再
○
つ
亘
口
‐
億
・
］
》
の
。
駒
冒
一
画
、
－

言
謎
笥
ご
『
ミ
ａ
ミ
簿
ミ
言
苫
ご
房
葛
匂
ミ
ミ
国
．
三
彦
邑
９
９
》

二
言
①
２
Ｆ
の
．
毎
Ｉ
圏
．

の
色
盲
ョ
四
コ
Ｐ
国
昌
ロ
。
（
ら
、
『
）
”
シ
岸
囚
協
耳
匡
胃
匡
『
匡
邑
・
或
邑
四
口
凰
堅
行
Ｆ
画
巽
①
。
．

冒
亜
国
○
室
ヨ
の
厨
扁
ａ
エ
四
口
の
Ｆ
四
忠
い
、
》
偽
琶
吻
守
、
昼
｝
高
い
『
ミ
一
ｍ
、
苫

ミ
《
ミ
尋
辱
葛
胃
琴
Ｑ
震
三
嘩
国
ｇ
ｇ
”
口
宮
く
閏
匿
い
ロ
２
筋
ｇ
閉

旨
鴨
且
ご
脾
詳
員
》
の
．
匡
字
匡
少
［
’
三
胃
の
ユ
巴
庸
邑
圃
ニ
ョ
室
⑦
『
１

行
の
国
司
画
ヨ
筥
苛
ロ
ロ
の
『
旨
宣
庁
一
骨
］
・

の
呂
国
ヨ
ョ
ゞ
三
の
ョ
胃
（
こ
の
ヨ
）
亜
二
『
呂
邑
の
邑
］
ヨ
シ
岸
９
．
冒
亜
函
。
零
ョ
巴
異
国
》

●

エ
四
コ
の
崖
．
Ｐ
叩
い
⑯
写
、
誌
翰
》
、
Ｑ
｝
苫
嫡
慧
苫
岨
Ｓ
己
ミ
ざ
べ
・
三
、
ご
扇
。
琴
Ｓ
草
．

二
言
呂
呂
》
口
豈
く
囚
盲
ｍ
ｐ
ｇ
厨
呂
閉
旨
鴨
且
ヨ
牌
再
員
》
の
．

旨
干
函
弓
．
［
’
三
胃
閂
冒
一
耐
口
曽
ョ
く
蔚
再
目
旬
日
ヨ
言
弓
の
。
－

。
ご
庁
一
再
］
。

の
ｎ
．
乏
煙
『
い
六
四
ユ
（
』
④
の
ヨ
）
”
国
匡
『
Ｆ
の
す
の
己
め
い
詳
匡
画
匡
○
二
四
岸
の
『
崖
邑
旦
の
①
写
『
画
弄
の
『

三
ｇ
の
呂
自
ご
号
『
国
匡
目
＄
吊
冒
三
房
ロ
２
房
目
盲
目
．
冒
恥

国
○
零
ヨ
の
厨
扇
『
》
函
画
口
の
Ｆ
Ｐ
》
い
⑮
》
、
誌
吻
》
、
包
冠
苫
函
ベ
ミ
ー
函
、
葛
ミ
ざ
ミ

ミ
ミ
胃
言
量
二
言
ｇ
ｇ
地
口
君
く
の
１
畠
ロ
２
房
ｇ
閉
］
長
ｇ
Ｉ

ｇ
易
ご
冒
庁
》
の
．
字
引
．
［
’
三
胃
囚
厨
房
邑
曽
ョ
三
の
風
呂
司
甲

コ
ヨ
ニ
の
邑
口
の
『
一
○
コ
庁
蝕
』
］
・

総
務
庁
官
官
房
老
人
対
策
室
（
一
九
九
二
）
》
『
老
人
の
生
活
と
意
識
第
３

回
国
際
比
較
調
査
結
果
報
告
書
』
東
京
唖
中
央
法
規
。
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弓
①
雪
印
〕
一
‐
言
邑
い
宅
ｇ
⑦
『
（
ご
『
巴
叩
の
。
恩
ミ
○
ｍ
詩
包
自
塗
忌
、
ご
厨
．
国
①
丘
の
言
の
侭

亜
Ｃ
鳥
一
行
陣
三
昌
閏
．
［
Ｉ
ご
弓
国
一
観
巴
．

巨
呂
ｇ
シ
或
巴
勗
鈩
目
〕
冒
涜
再
呉
さ
邑
冨
自
侭
ｇ
］
①
貝
四
目
ｎ
８
ａ
冒
自
さ
ロ

ン
需
邑
ｇ
》
コ
ヨ
〕
①
巨
旨
厨
房
『
㎡
○
三
８
冒
具
］
（
ご
諺
）
”
』

の
農
ミ
ミ
画
、
篁
詞
、
己
。
ご
◎
、
き
⑮
尋
ご
三
色
員
ｓ
へ
こ
の
壁
べ
こ
⑮
篁

畠
ｃ
ｍ
Ｐ
弓
○
六
竜
○
恥
○
天
匡
『
固
の
宜
・
言
の
胃
の
匡
云
目
○
六
Ｆ

の
庁
色
匡
ｍ
口
の
○
コ
の
の
国
匡
邑
口
の
の
四
コ
烏
［
画
い
］
（
』
の
④
」
四
）

ミ
ミ
ミ
等
房
。
言
斡
墨
曽
ご
Ｑ
ミ

煕
呉
信
冑
扉
三
具
竺
９
１
ぎ
吊
昌
里
．

の
庁
画
画
聖
厨
○
ゴ
①
印
画
匡
邑
・
①
の
四
日
庁
［
函
叩
］
（
』
＠
の
』
ず
）

．
函
叩
」
（
』
＠
の
』
ず
）

）
厨
）

陣
三
巴
旨
農
さ
三
富
ヨ
ョ
閂

の
庁
四
三
の
ご
め
○
三
の
の
国
戸
己
・
の
の
閏
ゴ
庁
「
軍
ロ
］
へ
言

弱
国
戸
己
・
①
の
四
．
言
［
画
頃
］
（
』
や

津
胃
厨
の
言
の
国
匡
邑
号
の
四
コ
詳
口
時
．
］
（
ご
認
）
韓
国
、
邑
諄
ミ
謹
誌
函
の
鼠
ご
爵
ミ
ベ
ベ
ミ
包

弓
ご
房
。
言
ど
の
雪
国
司
暑
、
画
壁
苫
号
②
違
苫
号
、
ご
亀
．
堅
匡
詳
隠
算

国
や
旨
ご
零
包
詩
句
ミ
ミ
園
》

ぬ
胃
冨
三
里
且
閏
ｌ
ぎ
隅
９
座

ｍ
胃
甘
言
ｇ
昌
閂
－
℃
９
月
言
一

＠
・
）
》
の
一
国
詮
凰
冴
Ｇ
琴
、
匂
、
負
琴
、
》
震
。
琴

愚
④
○
‐
ミ
ベ
ｓ
、
切
苗
ミ
Ｑ
Ｒ
尽
営
さ
一
罫
ロ
ミ
ヘ
房
呈
言
苫
具
の
白
耳
Ｉ

辛
め
一
国
ご
忽
房
○
琴
、
匂
、
Ｑ
琴
、
ご
冑
吾

国
ミ
ミ
困
曽
も
震
宜
詳
Ｃ
ｓ
豆
目
三
国
苫
包
．
の
巨
再
－

》
画
、
己
亘
討
、
ミ
《
葛
晦
吻
忽
ミ
島
吾
ミ

ａ
、
、
画
ミ
ミ
鴎
尽
》
ミ
、
言
員
＠
℃
ミ
④
侭
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